
Ⅲ．時刻表作成の手引き 

 

 

 
 

                       

＜阿賀野市市営バス時刻表 新潟県阿賀野市＞   ＜津幡町営バス時刻表 石川県津幡町＞ 

 

＜目次＞ 

１．手引き作成の目的 ................................................................................................ 1 
２．時刻表作成の手引き ............................................................................................. 2 

２－１ 時刻表の種類と掲載する情報 ................................................ 2 
２－２ 時刻表の種類別の特徴 ...................................................... 5 
２－３ 配慮する項目と掲載する情報の詳細 ......................................... 11 
２－４ 作成手法 ................................................................. 25 
２－５ 情報提供 ................................................................. 25 

 

 

 



Ⅲ－1 

１．手引き作成の目的 

 公共交通を利用する際の入り口となるのが、時刻表です。時刻表には、利用する際に必要となる

情報（路線、時刻、運賃など）が、「見やすく」、「分かりやすく」記載されていることが必要です。

しかし、路線数や運行形態によって、掲載すべき情報量が増えますが、紙面には限りがあるため、

文字の大きさや掲載できる情報に制限があります。また、公共交通利用者の多くは高齢者であり、

時刻表の「見にくさ」、「分かりにくさ」を指摘する声や、時刻表は外出先で利用することも多いた

め、「携帯しやすさ」を求める声が聞かれます。 

このような状況に対応し、公共交通をより多くの人に利用して頂くための利用促進策の一つとし

て、「見やすい」、「分かりやすい」、「携帯しやすい」等、利用者の視点に立つと同時に、路線数や運

行形態など地域の状況にあった、時刻表の作成が求められています。 

本手引きは、このような自治体の取り組みを支援することを目的に、各自治体で、時刻表を作成

する際の参考としていただくため、時刻表に関する事例調査や自治体アンケート、ヒアリングなど

によって集められた情報から、時刻表作成にむけた北陸信越運輸局管内の自治体の取り組みを紹介

するとともに、そこから見出される時刻表作成に係る留意点を整理したものです。 

 なお、図表の時刻表イメージは、当該自治体等のホームページなどから引用させて頂きました。 

 

 

表 時刻表の問題点（自治体アンケートからの抜粋） 

問題点 問題点の内容 

見にくい ・文字が細かくて読めない。 

・時刻表が細かく分かりづらい。 

わかりにくい ・他のバスや JRの時刻表が掲載されておらず、乗り換えがわかり

にくい。 

・どの路線を利用してよいかわからない。（特に観光客） 

・時刻表が細かく理解しにくい。 
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２．時刻表作成の手引き 

２－１ 時刻表の種類と掲載する情報 

（１）利用者が時刻表を必要とする状況と時刻表の種類 

利用者が時刻表を必要とする状況によって、さまざまな種類の時刻表が見られます。そこで、下

表に利用者が時刻表を必要とする状況と種類を整理しました。 

時刻表は、利用する状況によって掲載すべき情報量が異なりますので、時刻表の種類別の掲載情

報も異なります。 

利用者が時刻表を必要とする状況は、「利用したい路線が決まっていない」場合と「利用したい路

線がきまっている」場合とに分けられます。 

「利用したい路線が決まっていない」場合には、「目的地への路線がわからない」、「いくつかの路

線を利用する可能性があり、乗り継ぎが発生する」などの場合が考えられ、その際は、全路線の路

線図と時刻表が掲載されている「全路線時刻表」を提供する必要があります。全路線時刻表の形態

は、冊子サイズのものや大判サイズのものがあります。路線図は全路線を掲載しますが、路線数が

多く、時刻表と一緒に掲載できない場合は別冊で作成している例が見られます。 

一方、「利用したい路線がきまっている」場合には、「路線別時刻表」を提供する方が便利です。

さらに、利用する状況を限定することで分かりやすく情報を提供する「マイ時刻表」、「目的地別時

刻表」、「乗り継ぎ時刻表」などのバリエーションも見られます。 

 

表 利用者が時刻表を必要とする状況と時刻表の種類 

利用者が時刻表を 

必要とする状況 
種類 

形態・サ

イズ 

路線図と時刻表の掲載の有無 

全路線図 
路線別（地域

別）路線図 
時刻表 

【利用する路線が決ま

っていない】 

・目的地への路線がわ

からない 

・いくつかの路線を利

用する可能性があ

り、乗り継ぎが発生

する 

全路線 

時刻表 
冊子 

掲載あり 掲載あり 
掲載あり（掲載ない場

合、別冊で作成） 

大判（A2

など）の 1

枚もの 
掲載あり 掲載なし 

掲載あり（掲載ない場

合、別冊で作成） 

【利用する路線がきま

っている】 

路線別・地

域別時刻表 
A4 以下の 

1 枚もの 
掲載なし 掲載あり 掲載あり 

その他 

（マイ時刻

表、目的地

別時刻表、

乗り継ぎ時

刻表） 

掲載なし 掲載なし 掲載あり 
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（２）時刻表に掲載する情報 

下表に、時刻表の種類別に掲載すべき情報を整理しました。時刻表の種類ごとに掲載すべき情報

が異なりますが、１）～８）については、全路線時刻表と路線別時刻表にはなるべく掲載するよう

にしましょう。９）以降は、紙面に余裕がある際に掲載する情報になります。 

 

 

 

表 時刻表に掲載する情報 

 

全路線時刻表 
路線別・地域

別時刻表 

その他（マイ時刻表、

目的地別時刻表、乗

り継ぎ時刻表） 

冊子 
大判（A2など）

の 1枚もの 
A4 以下の 1枚もの 

１）ベースマップ ○ ○ ○ × 

２）路線・バス停 ○ ○ ○ × 

３）時刻表 ○ ○ ○ ○ 

４）運賃・運賃表 ○ ○ ○ ○ 

５）運行日 ○ ○ ○ ○ 

６）車両 ○ ○ ○ ○ 

７）問い合わせ先 ○ ○ ○ ○ 

８）デマンドの 

予約方法・利用方法 
○ 

○（別冊の時刻

表に記載） 
○ ○ 

９）バスの利用方法 △ △ × × 

10）バス停の詳細図 △ △ × × 

11）目的地への路線、 

最寄バス停の検索 
△ △ × × 

12）広告 △ △ × × 

○：掲載すべき情報 △：紙面に余裕があれば掲載する情報 ×：掲載しなくてもよい情報 

 

  

掲載する情報 

時刻表の種類 

・大きさ 
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（３）時刻表の携帯性と掲載できる情報量 

下図に、時刻表の携帯性と情報量を整理しました。大きなサイズでも折りたたみにすることで、

多くの情報量を記載することができます。目的に応じたサイズを選ぶことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 情報量と携帯性 

携帯性 

情報量 

●事例 3⇒ 

A4・A5 サイズの冊子 

●事例 5⇒ 

A2 サイズの 1枚もの 

●事例 2⇒ A4 サイズの 1枚もの（折りたたみで A6、A7） 

●事例 1⇒ 

A5 サイズの 1枚もの 

●事例 4⇒ 

B3 サイズの 1枚もの 

（折りたたみで B7） 

●事例 2（A6） 

●事例 4 

●事例 1（A5） 

●事例 5 

●事例 2（A7） 

●事例 3 

めぐーる【携帯用】時刻表 
（石川県白山市） 

長野市ポケットバス時刻表 
（長野県長野市） 

新発田市あやめバス時刻表 
（新潟県新発田市） 

アルピコ交通全線時刻表 
（長野県松本市） 

松本市西部地域コミュニティ
バスルートマップ・時刻表 

（長野県松本市） 

射水市コミュニティバス 
きときとバス路線図 
（富山県射水市） 
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２－２ 時刻表の種類別の特徴 

（１）全路線時刻表 

① 冊子 

概要 

全路線の路線図と時刻表が掲載されているタイプ。民間バス事業者との連携

により作成している場合は、民間バス事業者の時刻表も掲載されている。紙

面に余裕があるため、バスの利用方法やバス停位置の詳細図なども掲載され

ており、バス利用のハンドブックとして機能します。路線数が多い場合は、

時刻表を別冊で印刷する場合もあります。 

メリット 
・全路線を一覧でき、全体的な把握ができるため、いくつか目的地があると

き、目的地への乗り換えが必要な時などに便利です。 

デメリット 

・利用する路線が決まっている場合は、不要な路線の情報も含まれており、

わかりにくく、携帯しにくくなります。 

・路線が多い場合、印刷費用がかかります。 

掲載 

情報 

なるべく 

掲載 

１）ベースマップ／２）路線・バス停／３）時刻表／４）運賃・運賃表／５）

運行日／６）車両／７）問い合わせ先／８）デマンドの予約方法・利用方法 

紙面に余裕

があれば 

９）バスの利用方法／10）バス停の詳細図／11）目的地への路線、最寄バス

停の検索／12）乗り継時刻表／13）目的施設別時刻表／14）広告 

 

 

 

    

 

  

図 長野市バスガイドブック 
（長野県長野市） 

図 長野市ポケットバス時刻表 
（長野県長野市） 
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② 大判の 1枚もの 

概要 
全路線の路線図が A2 などの大判に掲載されているタイプ。紙面に余裕があ

る場合は、時刻表も掲載しているが、時刻表が別冊の場合もあります。 

メリット 

・全路線を一度に見ることができ、全体的な把握ができるため、いくつか目

的地があるとき、目的地への乗り換えが必要な時などに便利です。 

・主要施設や家庭に貼って、路線全体を把握することが可能です。 

デメリット 
・利用する路線が決まっている場合は、不要な路線の情報も含まれており、

わかりにくく、携帯しにくくなります。 

掲載 

情報 

なるべく 

掲載 

１）ベースマップ／２）路線・バス停／３）時刻表／４）運賃・運賃表／５）

運行日／６）車両／７）問い合わせ先／８）デマンドの予約方法・利用方法 

紙面に余裕

があれば 

９）バスの利用方法／10）バス停の詳細図／11）目的地への路線、最寄バス

停の検索／12）乗り継時刻表／13）目的施設別時刻表／14）広告 

 

1)ベースマップ 

2)路線・バス停 

6)車両 

【別冊で記載している内容】 
 
3)時刻表 
4)運賃・運賃表 
5)運行日 
8)デマンドの予約方法 

・利用方法 

図 射水市コミュニティバスきときとバス路線図（富山県射水市） 
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（２）路線別・地域別時刻表 

概要 
路線別の路線図と時刻表が A4 サイズ以下の紙に掲載されているタイプで

す。 

メリット 

・利用する路線が決まっている場合に情報を絞って掲載することができるた

め、わかりやすくなっています。 

・折って小さくできるものは携帯が容易です。 

デメリット ・乗り換えをする際は、他の路線の時刻表も必要になります。 

掲載 

情報 

なるべく 

掲載 

１）ベースマップ／２）路線・バス停／３）時刻表／４）運賃・運賃表／５）

運行日／６）車両／７）問い合わせ先／８）デマンドの予約方法・利用方法 

紙面に余裕

があれば 

なし 

 

  

1)ベースマップ 
2)路線・バス停 

【別のページに記載
している内容】 
 
6)車両 
7)問合せ先 

3)時刻表 

4)運賃・運賃表 

5)運行日 

図 津幡町町営バス時刻表（石川県津幡町） 



Ⅲ－8 

（３）その他 

①マイ時刻表 

概要 

自分が利用するバスの乗降バス停、時間帯を限定して掲載するタイプです。

路線別の時刻表に記入欄を設けるタイプと自分の利用する時間帯の乗降バ

ス停の時刻のみを記入するタイプがあります。 

メリット 

・利用する路線、バス停、時間帯が決まっている場合に情報を絞って掲載す

ることができるため、わかりやすくなっています。 

・折って小さくできるものは携帯が容易です。 

デメリット ・乗り換えをする際は、他の路線の時刻表も必要になります。 

掲載 

情報 

なるべく 

掲載 

３）時刻表／４）運賃・運賃表／５）運行日／６）車両／７）問い合わせ先

／８）デマンドの予約方法・利用方法 

紙面に余裕

があれば 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別時刻表にマイ時刻表を掲載した例（長野県松本市） 
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②目的地別時刻表 

概要 
駅と観光施設間など、多くの人が利用することが想定される施設間の時刻表

です。施設の情報（休館日、開館時間、料金など）も記載しています。 

メリット 
・利用する路線、バス停、を限定しているため、わかりやすくなっています。 

・折って小さくできるものは携帯が容易です。 

デメリット ・乗り換えをする際は、他の路線の時刻表も必要になります。 

掲載 

情報 

なるべく 

掲載 

３）時刻表／４）運賃・運賃表／５）運行日／６）車両／７）問い合わせ先

／８）デマンドの予約方法・利用方法 

紙面に余裕

があれば 

目的施設の情報、最寄りバス停、他の公共交通の時刻表 

 

 

 

 

 

図 目的施設別時刻表の例（新潟県村上市） 

  

目的施設名 目的施設の情報 

運行概要・時刻表 

ＪＲの時刻表 

（駅で乗り換えるこ

とができる） 

  

最寄りバス停 路線名 
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③ 乗り継ぎ時刻表 

概要 

バスから鉄道など乗り換えが多く発生する交通結節点での乗換時刻がわか

る時刻表です。行き帰り別に記載し、乗車する順番で記載してあるとわかり

やすいでしょう。 

メリット 
・利用する路線、バス停、を限定しているため、わかりやすくなっています。 

・折って小さくできるものは携帯が容易です。 

デメリット ・乗り換え地点での時刻しか把握できません。 

掲載 

情報 

なるべく 

掲載 

３）時刻表／４）運賃・運賃表／５）運行日／６）車両／７）問い合わせ先

／８）デマンドの予約方法・利用方法 

紙面に余裕

があれば 

なし 

 

 

 

 

図 市営バス⇔路線バス⇔鉄道の乗り継ぎ時刻表（石川県白山市） 

 

路線名 

 

乗り換えする路線バス時刻表 

市営バス時刻表 

乗り換えする鉄道の時刻表 
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２－３ 配慮する項目と掲載する情報の詳細 

時刻表作成時に配慮する項目（文字・文章、色）と掲載する情報の詳細について示します。 

 

（１）文字・文章 

・高齢者が視認しやすいよう、文字の大きさは 8ポイント以上、ゴシック体を基本としましょう。 

・読みやすい字間、行間、余白に心がけましょう。字間はつめないようにしましょう。 

・強調したい文字には下線を引いたり、太文字にするなど目立つ工夫をしましょう。 

・読む順番がわかるように、番号や矢印をつけましょう。 

 

【改善前】                    【改善後】 

行先 

停留所名 

池ヶ原方面 

商店街回り 

津幡駅 8:31 11:18 14:05 

中条小学校前 8:32 11:19 14:06 

文化会館ｼｸﾞﾅｽ前 8:33 11:20 14:07 

横浜西 8:34 11:21 14:08 

役場前 8:36 11:23 14:10 

加賀爪中央    

津幡中学校前    

おやど商店街 8:37 11:24 14:11 

パピィ・1通り 8:38 11:25 14:12 

太白商店街 8:39 11:26 14:13 

・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

 

図 文字の表記方法による改善例（石川県津幡町）  

行先 

停留所名 

池ヶ原方面 

商店街回り 

①津幡駅 8:31 11:18 14:05 

②中条小学校前 8:32 11:19 14:06 

③文化会館ｼｸﾞﾅｽ前 8:33 11:20 14:07 

④横浜西 8:34 11:21 14:08 

⑤役場前 8:36 11:23 14:10 

⑥加賀爪中央    

⑦津幡中学校前    

⑧おやど商店街 8:37 11:24 14:11 

⑨パピィ・1通り 8:38 11:25 14:12 

⑩太白商店街 8:39 11:26 14:13 

・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 
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（２）色 

①全路線図 

・路線の色は、色数をできるだけおさえ（10 色程度）、路線が多い時は、同じエリアの路線を同系

色の濃淡にするなどして、色数をおさえましょう。 

・色の明度差、濃淡差に配慮し、見分けやすい色を選び、隣の色との色の違いをわかるようにしま

しょう。 

・路線の色、バス停の色、時刻表の色は同じ色を使うとわかりやすくなります。 

 

図 9路線を 9色で示した路線全図の例（石川県白山市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 見分けにくい色の例（「CUD マーク取得の手引き」NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構） 
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②路線別・地域別路線図 

・コースと道路の区別をしやすくするため、道路の色を薄くしたり、道路の色を白くするなどして

見やすくしましょう。 

・コースが鉄道などと交差するところは、ふちをつけ、見えやすくしましょう。 

 

  

図 道路の色を改善した例（「カラーUDガイドライン」川崎市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 見やすさに配慮したベースマップ、ルート図の例（北海道恵庭市） 

鉄道と重なる部

分に黒線でふち

を入れる。 

道路の色を白にしている。 

バス停名の下に白地をお

き、見やすくしている。 

ベースマップ、主要施設、

文字の色などの色調をあ

わせている。 
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（３）ベースマップ 

①全路線図 

・ベースマップに国土地理院の地形図、市町村の所有する白図を使い、地形（海・川など）、地名、

周辺道路・鉄道、主要施設を記載しましょう。ベースマップを作成する場合も同様としましょう。 

・スケール・縮尺、方位を記載すると、バス停からの距離などを把握することができ便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ベースマップの例（東京都荒川区） 

  

スケール 

交差点名 地名 川 鉄道 主要施設 



Ⅲ－15 

②路線別・地域別路線図 

・全路線図より拡大した地図となるため、利用者がアクセスすることが想定されるバス路線沿線の

施設（商店街や商業施設、郵便局、銀行など）を記載し、目的地への最寄のバス停がわかるよう

にしましょう。 

・スケール・縮尺、方位を記載すると、バス停からの距離などを把握することができ便利です。 

・ある路線の時刻表の地図内に他の路線が運行している場合は、乗り継ぎに配慮し、他の路線も掲

載しましょう。 

・紙面に余裕があれば、全路線図を掲載すると、乗り継ぎなどの時に便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ベースマップの例（大阪府箕面市） 

  

施設（商店街や商業施設、

郵便局、銀行など）を記載。

乗り継ぎが可能な場所や、バス停が

多いところは拡大図で詳細を記載。 
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（４）路線・バス停 

・路線名の文字と路線、バス停名の文字の色を合わせましょう。 

・いくつかの路線が発着するバス停は、色でどの路線が発着するかがわかるように記載しましょう。 

・紙面に余裕があれば、バス停周辺の写真を掲載するとわかりやすいでしょう。 

 

 

 

図 路線・バス停、バス停周辺の写真を掲載している例（長野県松本市） 

 

  

 

 

3 路線のバスが発着するバス停

は、3 色で示している。 

バス停周辺の写真を掲載し、バ

ス停をわかりやすく案内している。 
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（５）時刻表 

・利用者は、自分が利用したいバス停からの時刻を行で見るため、1 行ごとに交互に色を変えまし

ょう。 

・多くの人が利用することが想定されるバス停（病院、商業施設、駅、公共施設など）名を太字に

するなどして見やすくしましょう。 

・自分が利用するバス停、バスの発着時刻を書き込むマイ時刻表の記入欄を設けましょう。 

・バスや他の公共交通との乗り継ぎが想定される場合は、乗り継ぐことができる「ルート名（交通

手段）」、「時刻」を記載し、乗り継ぎする順番で記載しましょう。（例．バスに乗って駅で電車に

乗り継ぐ場合は、バスの時刻表の下に接続できる電車のダイヤを記入する） 

・紙面に余裕があるときは、乗り継ぎが発生する他のバスや鉄道の時刻表を掲載しましょう。 

 

図 1行ごとに色を変えて、バス停ごとの時刻を見やすくしている例（北海道当別町） 

      

図 マイ時刻表の例（長野県松本市） 図 鉄道との乗り継時刻を示した例（長野県小布施町） 

利用が多いバス停を

わかりやすく表記 

1 行ごとに色を変えて

見やすく 



（６）運賃・運賃表 

・対象者別（大人、子ども、未就学児、障がいのある方など）

・対キロ制、ゾーン運賃の場合は、三角表でバス停間の運賃を示

きるようレイアウトしましょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線図と運賃表を同じページに連絡した例
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（大人、子ども、未就学児、障がいのある方など）の運賃を記載しましょう

対キロ制、ゾーン運賃の場合は、三角表でバス停間の運賃を示し、路線図と一度に見ることがで

しましょう。 

路線図と運賃表を同じページに連絡した例（石川県津幡町）

 

記載しましょう。 

路線図と一度に見ることがで

（石川県津幡町） 
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（７）運行日 

・年末年始などの運休日は、見やすいように必ず明記しましょう。 

・平日、土曜、休日ダイヤがある場合は、カレンダーと同じ色を使いましょう。（例．平日：黒字、

土曜：青字、日・祝日：赤字） 

 

（８）車両 

・車両の写真などを載せることで、利用者にどのような車両（大きさ、色、形）を待って、乗車す

ればよいかを知らせましょう。特にデマンド運行の場合、バス車両だけでなく、ワンボックスや

タクシー車両を使用することも多いため、できるだけ記載しましょう。 

 

図 時刻表にバス車両の写真を掲載している例（北海道郡佐呂間町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 時刻表裏面に路線図などと、デマンドバスの写真とバス停を掲載している例（長野県松本市） 
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（９）問い合わせ先 

・バスの運行状況・内容などの問い合わせに対応する連絡先を路線別に記載しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

図 問い合わせ先の記載例（富山県射水市） 

 

（10）デマンドの予約方法・利用方法 

・予約の連絡先、予約の方法、予約時間帯、利用方法を記載しましょう。イラストを使うとわかり

やすくなります。 

記載内容例：利用方法、予約方法、連絡先、予約時間帯、運行時刻、車両、停留所、運賃など 

 

  

図 デマンドの予約方法や連絡先を掲載している例（福岡県八女市） 

予約の連絡先 

利用方法 

予約方法、利用方法 

予約時間帯 
運行時刻 

  

総合問い合わせ先 路線別問い合わせ先 

ホームページでは、動画で予約方法

を説明 

路線別に問い合わせを

示していると同時に、総

合窓口として、自治体窓

口の連絡先も示していま

す。 
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（11）バスの利用方法 

・バスの乗り口・降り口、運賃の表示、運賃の支払い方法などバスを利用する際の注意事項を記載

しましょう。 

記載内容例：乗降方法、乗降口、運賃の把握方法（運賃表示）、運賃支払い方法、IC カードの使い

方など 

 

 

 

図 バスの乗り方、運賃の支払い方法の記載例（大阪府箕面市） 
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（12）バス停の詳細図 

・駅周辺や繁華街など、バス停が多く設置されている場所については、どの路線のバスがどのバス

停に発着するかがわかるよう、詳細なバス停位置図を記載しましょう。 

記載内容例：主要施設、交差点名、バス停名、路線番号・路線名など 

 

 

 

 

 

図 バス停の詳細図の例（長野県長野市） 

  

交差点名 

交通結節点 

主要施設 

路線番号・路線名 

バス停名・バス停番号 
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（13）目的地への路線、最寄バス停の検索 

・多くの人の利用が想定される施設（病院、商業施設、公共施設など）にアクセスすることができ

るバスの最寄バス停、乗り場、所要時間、運賃を記載しましょう。 

記載内容例：目的地・施設、路線名・路線番号、のりば、所要時間、運賃、最寄バス停など 

 

 

 

 

図 目的地への路線、最寄バス停の検索の例（長野県松本市） 

  

目的地・施設 

路線名 路線番号 のりば 目的地の最寄のバス停 

目的地への所要時間 

目的地への運賃 
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（14）広告 

・バス停周辺の施設に広告を募集し、広告を掲載することも考えられます。 

・掲載に際しては、路線図や時刻表が見えにくくならないような大きさとしましょう。また、審査

基準を設ける、審査委員会を設けるなどにより、適切な広告内容としましょう。 

・広告収入による印刷費の軽減にもつながる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 広告スペースを設けた路線図の例（長野県長野市） 

 

 

 

 

 

 

 

  

店舗名、連絡先、定休日、

営業時間などの基本情報を

掲載している。 
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２－４ 作成手法 

（１）利用者の参加 

・時刻表作成を地域住民が行うなどの機会をもうけ、利用促進につなげましょう。 

・時刻表の試作段階で、高齢者や色弱の方などに意見を聞く場をもうけ、より利用しやすい時刻表

を作成しましょう。 

 

【事例 1】 

・町会ごとに 10 万円を市から補助し、地区独自の利用促進を行っている。主に地区独自の時刻表と

ルートマップを作成している。 

 

（２）ダイヤ変更時への対応の工夫 

・バス路線全体図と路線別・地域別の時刻表・運賃を別の印刷物にすることで、ダイヤや運賃改正

時には、路線別・地域別時刻表・運賃のみを印刷しなおし、印刷費の軽減につなげましょう。 

 

【事例 2】 

・民間事業者のバス、市営バスの全路線が掲載されているバスガイドブック（A4 版の冊子）と路線

別・方面別に時刻表と運賃が記載されているポケットサイズのものを別に作成している。ガイド

ブックには時刻表が入っていないので、ダイヤが変更しても使うことができる。 

 

（３）民間バス事業者との連携による時刻表の作成 

・民間バス事業者と連携して時刻表を作成することで、1 つの時刻表で民間バスと自治体バスを把

握することができ、印刷費の軽減も期待できます。 

 

２－５ 情報提供 

（１）配布方法・配布場所 

・広報に挟み込んで配布する、市の広報物に印刷する、主要施設に配置するなどして、PR を行いま

しょう。 

 

【事例 3】 

・広報とともに全戸配布を行い、車両内、拠点施設などでも配置している。 

・年に１回６月にダイヤやルートを改正しているため、その際に広報と一緒に全戸配布している。 

・全戸配布している市民手帳に全路線図を掲載している。 
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（２）ホームページなどを活用した情報提供 

・紙媒体だけでなく、ホームページなどでも運行内容（路線・時刻表・運賃など）や運行状況の情

報を提供しましょう。 

・ホームページでは、路線別の pdf ファイルをダウンロードできるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

バス時刻表トップページ（路線一覧） 

 

 

路線別運行内容 

路線名 

車両の写真 

時刻表 

運賃 

時刻表のＰＤＦ 

他の公共交通のＵＲＬへリンク 

図 ホームページでの時刻表の掲載例（長野県伊那市） 


